
要となる．集合関数に対して，強順序連続性を導入し，  

ルベーグの定理を拡張した．また，ファジィ積分での  

平均収束と，この連続性との関連も明らかにした．  

（2）「OnMaximumLikelihoodEstimationwithFuzzy   

RandomVariablesJ   

Prof．Dabuxilatu Wang（Inner Mongolia   

NationalUniversity，TongLiao，China）   

ファジィ標本の母集団の未知パラメータに対する最  

尤法を議論する．ファジィ確率変数において，平均，  

分散，共分散の新しい定義を考える．ただし，これら  

は従来のZadehの拡張原理のみでは議論の展開がで  

きない．ここでは，Pur卜RalescuやNaetherの意味  

での確率変数を推定論に適用して考えている．  

●coM・APS（先進的スケジューJ）ング）●  

・第5回  

日 時：9月27日（木）18：00－20：00  

出席者：24名  

場 所：青山学院大学青山キャンパス総研ビル10階  

18会議室  

テーマ：「SCMにおける全体最適モデルとAPSの考   

察」  

講 師：川内康宏（プロセス経営研究所）   

SCMの発展段階として企業内SCM，企業間SCM，  

統合化SCMの3つがある．しかし，前二者は，企業  

内の全体最適化に帰着せざるを得ない．昨今の生産ラ  

インは計画供給，受注供給，補充供給の3つが混在す  

る混流生産とならざるを得ず，これを踏まえた生産計  

画機能やシミュレーション機能がAPSに望まれる．   

●金融工学●   

・第4同  

日 時：9月28日（金）19：00～21：00  

出席者：15名  

場 所：早稲田大学西早稲田キャンパス14号館801   
会議室  

テーマと講師：  

（1）「回帰によるアメリカン・オプションのモンテカル   

ロシミュレーション」   

岡野豊明（日本ユニシス・第一ソフトウエアサービ   

スセンター）   

Longstaf卜Schwarts（2001）のアメリカンオプシ  

ョンに対する最小2乗法モンテカルロシミュレーショ  

（53）丁25   

●環境システム●  

日 時：9月25日（火）17：00⊥18：00  

出席者：8名  

場 所：日科技連  

テーマ：「地球温暖化と森林」  

講 師：小田中 敏男   

これまでは地球温暖化問題について，大気圏と海洋  

圏との間の炭素循環だけが考慮されていた．本研究で  

は陸上生物圏，特に森林の果たす役割についても考察  

した．   

●ファジィ動的計画法●  

・第13回  

日 時：9月25日（火）18：00～19：00  

出席者：8名  

場 所：㈲日本科学技術連盟2号館1A会議室  

テーマ：「DPと京都議定書」  

講 師：有水 彊（有水研究所）   

環境問題を現在共有する一定の土地での一方時間系  

として（例えば家畜の放牧から発生する「共有地の悲  

劇」），次世代での悲劇の解決を要求するのが京都議定  

書であった．共有から所有を認めることによって，次  

世代の生存権の実現が計られている．DPは現世代に  

留まらず，次世代での最適化をも定式化する必要に迫  

られている．  

・第14回  

日 時：10月15日（月）17：00－19：30  

出席者：10名  

場 所：㈲日本科学技術連盟3号館3C会議室  

テーマと講師：  

（1）「Convergence Theorems of Measurable Func－   

tionsonFuzzyMeasureSpacesJ   

Prof・LiJun（Southeast University，Nanjing，   

China）   

古典的な測度論でよく知られたエゴロフの定理をフ  

ァジィ測度空間において議論を行った．加法性の性質  

を仮定が満たさないので，さまざまな新しい概念が必  
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ンの精虔．甘佃について、巨は；l～した．多資虎最人肌オプシ  

ョン，賎何ヤ均仙オプションに，AICを川いた基底  

関数の選択と変数の数の決定，l‖1桐箱域の分割，情報  

縮約について， ．汁甘美験糸．Ii某が′Jこされた．  

（2）「ポートフォリオ問題のスーパーコンピュータ   

Sli8り（）りによる一：■山勘牲は」   

川辺隆八（数理システム）   

ポートフォリオ問題のスーパーコンピュータ  

SI〈H（）り（）による■高速用勘弐であるLI）／QI）‖＝ミ双対仙∴（  

はにおいては，CVAI川り題などで，雌人寺J▲列の件賢  

が利川できない．このようか場合の対処はとして加ノ）  

れる，Au釘11entedSystemApproachを川いた解法の  

効果に一八、て鋸71Jされた．   

療ゲーム理論とその応用螢   

・第15回  

日 時：9＝291Ⅰ（卜）  

出席者：3（）れ  

場 所：東京仁業人′、；∫‥人l叫Illキャンパス西4り・鮒   

Ⅶr46l．㈲義※  

テーマと講師：  

（1）rMし11ti－ObjectAuctiollSWithNecessaryBulldles」   

渡辺隆裕（‡■廿里立入′’闘志合政策′、r吾lり   

極数lけのオークション，特に，各プレイヤーが必要  

不可欠財と呼ばれる柑のたl；分集合を持 っている場合，  

必要イ晶J▲欠肘とその価伯を申㍗するようなオークショ  

ンにおいては効率的な資源配分を達収するNash均衡  

が／川ミすること，また，必安イ（叶欠肘がある椰の性質  

を満たせば計盲ヨニの複雑件のl夏り越を解決できることが小  

された．  

（2）rIIxtendedSelf，Game，andValueConⅢctResolu－   

ti（）11」   

肥州野 澤（東京工業大一÷iニニ人′、邦完社会押上チ研究   

科）   

現境＝り越，H際I対係などを考える卜で欠かせない  

fIxtellded Selfの概念，およびそれを導人した上での，  

非協力および協力ゲームの考えノノ，特に提携形成後の  

プレイヤーの効川l対数1′l休の変化の‖川巨件を取り人れ  

たゲームモデルについて堤∴があり，H席帯との問で  

i．㌣往な．汁．論が行われた．  

・第16回  

日 時：10‖2（）rl（卜）  

出席者：25れ  

726（54）  

場 所：束ユj（l二業人′、；ご‥人仙11キャンパス西4しj一郎   

W461講義牛  

テーマと講師：  

（1）rMillimum mem（）ry for equivalence between ex   

allteOPtimalityandtime－－C（）IISistency」  

Ⅰ）rofessorJeff Kline（I3ond Unlversity，Eco－   

n（）micsI）epartmelltand筑披人J、ト社会仁、；：：系）   

展l桂川プゲームにおいて，通常考えられている・勘甘決  

定戦略とより現′美的と北、われる畔粧掛川1勺l糀略とがIi了J  

℃となるための条什，および後署が〟在するための必  

要巨け条什が明らかにされた．いずれも，プレイヤー  

がl′l分l′l身の寺J・別に関する．甜意力ヾ一定仝でなし－という条  

什が重要であり，この条什の持つ意味をめぐって，議  

論が行われた．  

（2）「I）r（）ductliabilityandsignalinginamonop（）1istic  

111arlくet」（鷹同湖り一（人阪人′、j：‥人一、抑誹羊済、榊F究科）   

卜村研一（人阪人′、jご‥人サ睨は際公共政策研究科）と   

共署）   

製造物封印一題について，製一品の欠陥による損失を，  

企業とi廿姥署‘のどちらがf描けべきかを，独Ili介業の  

モデルで分析した．狛，．－，の欠陥に関する情報が介業に  

偏丞ミしているときには，損失の負机を企業により多く  

nわせると，かえって企業の利潤が人きくなってしま  

うという興味ある結果がホされた．   

静待ち行列⑳   

・第159回  

日 時：101J2（）【Ⅰ（卜）14：00～16：30  

出席者：26名  

場 所：東京l二米人′！獅巧8朋17（W）809り一軍  

テーマと講師：  

（1）「旭イ．細り御とプロセッサシェアリング待ち行列につ   

いて」   

小i尺利久（駒澤人一、j∫二）   

通ぃシステムにおけるTCPフロー制御を，ネット  

ワーク資源をユーザへ配分する什組みと捉えると，均  

等な資i原剖1をI一株とする場介，プロセッサシェアリ  

ング（PS）待ち行列が理想的な状況を表すモデルと  

して考えられる．データ通有；を意識したⅠ）S待ち行列  

モデルに対して，データ転送時問分布の解析法につい  

て発表があった．  

（2）「A study（）nlTlult卜serverqueueingsystemwith   

Markovianserviceprocess」  
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